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粒径が数十μmの大きさの微粉炭が、揮発分放出から燃焼まで
の数ms 程度の時間で起こる現象の研究をしています。高い時
間・空間分解能が必要なため、高速度カメラ、長作動距離顕微鏡、
10 kHz Nd:YVO4 レーザーなどの装置を用いています。バックラ
イト撮影、レーザー誘起蛍光法（LIF）などの計測手法によって、
単一の微粉炭粒子が燃焼するときの温度、化学種やすすの分布を
可視化することができました。現在は、構築した手法を用いて脱
炭素エネルギーの一つとして着目されているアンモニアとの混焼
時の微粉炭の燃焼挙動について調べています。
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